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【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  23/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  29/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/098    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/01     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  23/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｊ   3/22     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  23/00    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  29/02    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/098   　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/01    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  23/08    　　　　
   Ｃ０８Ｊ   3/22    ＣＥＳ　
   Ｂ３２Ｂ  27/28    １０２　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月16日(2012.3.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリオレフィン（Ａ）、エチレン含有量２０～６５モル％、酢酸ビニル単位のケン化度
９６％以上であるエチレン－酢酸ビニル共重合体ケン化物（Ｂ）、炭素数８～２２の高級
脂肪酸金属塩（Ｃ）、沸点２０℃以上の共役ポリエン化合物（Ｄ）、および酢酸ビニル単
位の少なくとも一部がケン化されたエチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｅ）からなり、かつ
　前記ポリオレフィン（Ａ）と前記エチレン－酢酸ビニル共重合体ケン化物（Ｂ）の質量
比が６０：４０～９９．９：０．１であり、かつ、
　前記高級脂肪酸金属塩（Ｃ）を前記ポリオレフィン（Ａ）と前記エチレン－酢酸ビニル
共重合体ケン化物（Ｂ）の合計量１００質量部に対して０．０００１～１０質量部の範囲
で、前記共役ポリエン化合物（Ｄ）を前記ポリオレフィン（Ａ）と前記エチレン－酢酸ビ
ニル共重合体ケン化物（Ｂ）の合計量１００質量部に対して０．０００００１～１質量部
の範囲で、前記エチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｅ）を前記ポリオレフィン（Ａ）と前記
エチレン－酢酸ビニル共重合体ケン化物（Ｂ）の合計量１００質量部に対して０．３質量
部以上含有し、かつ
　前記酢酸ビニル単位の少なくとも一部がケン化されたエチレン－酢酸ビニル共重合体（
Ｅ）が、エチレン含有量５０～９８モル％、酢酸ビニル単位のケン化度０．５～１９モル
％のエチレン－酢酸ビニル共重合体部分ケン化物である
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　樹脂組成物。
【請求項２】
　ポリオレフィン（Ａ）、炭素数８～２２の高級脂肪酸金属塩（Ｃ）および酢酸ビニル単
位の少なくとも一部がケン化されたエチレン－酢酸ビニル共重合体（Ｅ）を予め溶融混練
してマスターバッチを得、かかるマスターバッチとポリオレフィン（Ａ）、エチレン－酢
酸ビニル共重合体ケン化物（Ｂ）および沸点２０℃以上の共役ポリエン化合物（Ｄ）とを
溶融混練して得られる、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項３】
　さらに、ハイドロタルサイト（Ｆ）を、ポリオレフィン（Ａ）とエチレン含有量２０～
６５モル％、酢酸ビニル単位のケン化度９６％以上であるエチレン－酢酸ビニル共重合体
ケン化物（Ｂ）の合計量１００質量部に対して０．０００１～１０質量部の範囲で含有す
る、請求項１に記載の樹脂組成物。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれか１項に記載の樹脂組成物からなる層と、エチレン含有量２０～
６５モル％、酢酸ビニル単位のケン化度９６％以上であるエチレン－酢酸ビニル共重合体
ケン化物からなる層の少なくとも２層を含む多層構造体。
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